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J 、ミ

ル
リ
ン
機
械
工
業
に
お
け
る
労
働
関
係
日

え

お

き

ベ
ル
リ
ン
機
械
工
業
の
成
立
と
発
展

I

ベ
ル
リ
ン
機
械
工
業
の
成
立

E

レ

l
グ
ェ
祉
の
設
立

p
発
展

ニ
ベ
ル
リ
ン
機
械
工
業
由
労
働
関
係

労
働
者
心
出
自

労
働
者
の
職
種
榊
成

Z広

I E ま

え

き

お

大

野

英

あ

E

労
働
者
。
移
動
(
以
下
次
号
〉

町
賃
幌
支
払
方
法

凶

鈷

物

部

門

岡

鍛

造

部

門

問

機

械

H
H
器
具
製
作
部
門

と

が

き

〕

地
帯
的
な
ず
れ
を
市
し
な
が

b
も、

一
八
七

0
年
代
に
h
ち
お
う
産
業
革
命
を
完
了
し
た
ド
イ
ツ
資
本
主
義
は
、
あ
の
「
大
不
況
」

期
の
さ
な
か
に
、
独
占
段
階
へ
の
移
行
の
胎
動
を
示
し
は
じ
め
る
ω

生
産
手
段
生
産
部
門
の
た
か
で
も
、
石
炭
1

鉄
鋼
業
を
基
軸
と
し
、

新
興
の
電
機
工
業
平
化
学
工
業
か
ら
構
成
さ
れ
る
某
幹
産
業
民
、
「
大
不
況
」
が
克
服
さ
れ
た
世
紀
の
末
葉
と
も
在
れ
ば
、
独
出
資
木

の
臣
姿
が
大
き
く
前
面
に
治
し
だ
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。
り
て
ち
し
た
独
占
資
本
の
形
成
は
、
ド
イ
ツ
の
市
場
構
造
の
特
質
に
制
約
さ

ベ
ル
リ
ン
機
械
工
業
に
お
け
る
労
働
関
係
付

第
八
十
八
巻

第
六
号

ノ¥



ベ
ル
り
シ
機
械
工
業
に
お
け
る
労
働
関
係
付

れ
て
早
熟
的
危
性
格
を
帯
び
て
い
た
こ
と
は
合
み
え
た
い
と
し
て
も
、
民
業
革
命
に
よ
る
機
械
制
大
工
業
の
確
立
と
そ
の
資
本
白
有
機

的
構
成
の
高
度
化
を
物
質
的
基
礎
と

L
て
い
た
。

小
論
で
は
、
こ
う
し
た
ド
イ
ツ
に
沿
け
る
機
械
制
生
産
日
発
展
が
賃
労
働
の
存
在
形
態
に
ど
う
し
た
変
化
を
あ
た
え
た
か
、
ま
た
、

第
λ
十
人
巻

A 

第
六
号

ド
イ
ツ
の
賃
労
働
の
存
在
形
態
が
機
械
制
生
産
の
発
展
を
と
む
よ
う
に
制
約
し
た
か
、
と
の
相
互
規
定
的
友
関
係
官
明
ら
か
に
し
て
、

「
ド
イ
ツ
資
本
主
義
の
発
展
と
『
賃
労
働
』
白
存
在
形
態
」
と
い
う
わ
れ
わ
れ
の
研
究
課
題
に
迫
る
た
め
に
、
旧
型
の
労
働
関
係
の
新

型
。
そ
れ
へ
の
再
編
成
(
労
資
闘
係
の
変
化
)
な

b
び
に
旧
型
山
労
働
者
白
新
型
の
モ
れ
へ
の
交
代
(
労
働
力
の
質
の
変
化
〉
の
過
程
山
分

析
に
力
点
を
お
く
こ
と
に
し
よ
う
。
も
と
よ
り
、
そ
の
ば
あ
い
、
ヴ
ェ
1
パ
ー
が
指
摘
す
る
上
う
に
、
同
一
の
労
働
市
場
に
依
存
す
る

呉
っ
た
産
業
の
比
較
平
、
異
っ
た
労
働
市
場
に
依
存
す
る
同
一
か
産
業
の
地
理
的
に
離
れ
た
経
営
白
比
的
問
、
と
い
っ
た
産
業
別
な
ら
び

に
地
帯
別
の
分
析
と
比
較
が
重
要
で
あ
り
、
こ
う
し
た
視
点
か
ら
は
当
然
に
、
段
階
的
な
ず
れ
を
は

b
む
各
地
帯
(
と
く
に
東
エ
ル
ベ
地

帯
、
と
西
ユ
ル
ベ
地
帯
)
の
労
働
市
場
を
制
約
す
る
「
農
民
屑
の
分
解
」
過
程
と
の
関
連
も
同
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

こ
う

し
て
、
問
題
は
広
汎
左
拡
が
り
を
も
た
ざ
る
を
え
友
い
の
で
あ
る
が
、
小
論
に
お
い

τは
さ
し
あ
た
っ
て
、
東
エ
ル
ベ
地
帯
に
位
置
す

る
ベ
ル
リ
ン
機
械
工
業
に
お
け
る
労
働
関
係
の
再
編
過
程
に
つ
い
て
、
主
に
レ

l
ヴ
ェ
社
円
己
〔

Z
F
8
4司
O
F
h
o
P
2
5拓
omo--ω
ー

。r
m
w
h
H

の
実
態
調
査
の
成
果
を
利
用
し
た
が
ら
若
干
の
考
察
を
試
み
て
治
こ
一
つ
。

ω
拙
著
『
ド
イ
ツ
令
融
資
本
成
立
史
論
』
有
斐
閣
刊
、
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ド
イ
ツ
産
業
本
命
。
剖
期
は
、
そ
の
民
間
の
基
軸
と
な
っ
た
問
エ
ル
ベ

地
帯
と
く
に
ラ
イ
ゾ
プ
ロ
イ
セ
ン

r
焦
点
を
定
め
て
、
碓
炉
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
ド
イ
ツ
の
各
地
時
(
束
ド
イ
フ
、
問
ド
イ
ァ
、
岡
両
ド

イ
ツ
)
の
問
に
一
市
さ
れ
る
ず
れ
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

ω
拙
稿
「
産
業
資
本
主
銀
行
資
木
」
、
『
現
代
資
本
主
義
諦
陸
」
第
一
一
一
巻
、
束
洋
経
済
新
報
社
刊
、
四
五
J
主
一
ベ
ジ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

ω
拙
稿
「
ル
ー
ル
炭
鉱
労
働
力
の
存
在
形
態
」
経
済
論
叢
第
八
二
巻
第
三
号
も
こ
の
論
点
に
ふ
れ
て
い
る
。
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5
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、
同
事
情
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E
h
m
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h
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3
5
2
豆
、

E
2
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正
記
ミ
ヘ
ぬ
ま
な
2
5
A
A
4
2

言
若
(
出
尽
き
H
E邑
R
R
S
E
L
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支
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匂
R
W
N
h
知
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色
町
司
、
A
3
0
Z
2句。耐え
N
ぬ
町
、
何
百
匙

E
a
E
E
《川司〔色
N
邑
三
宮
内
(
包
邑
)
、
口

2
P
E
E
o
-
Z
K
F且
l

m
E
N
O
N日河川

ω
。NH。
目
。
岡
田
回
口
品
目
O
E己
ω
c
-
F
t
F
H
U
M
p
m
D

ベ
ル
リ
ン
機
械
工
業
の
成
立
と
発
展

ベ
ル
リ
ン
機
械
工
業
の
成
立

ド
イ
ヴ
ノ
機
械
工
業
の
地
域
的
分
布
を
概
観
し

τみ
よ
う
。
手
工
業
者
や
中
小
経
営

ω
広
汎
な
底
辺
の
う
え
に
、
多
数
の
ト
八
経
目
白
が
か
な

I 

一
八
七
五
年
の
ド
イ
ァ
の
機
械
H

器
具
工
業
の
経
営
規
模
別
経
営
数
十
一
万
す
第
1
去
に
よ
り
、

り
の
比
重
を
占
め
て
拾
頭
し
つ
一
つ
あ
る
。
ブ
一
フ

γ
デ
ン
プ
ル
タ
州
は
、
ラ
イ
ン
州
、
シ
ュ
レ

l

ジ
エ
ン
州
、
ザ
グ
セ
ン
王
国
、
パ
イ
ユ

に
群
集
し
て
い
る
。

ル
γ
王
国
等
と
放
ん
で
、
ド
イ
ツ
機
械
工
業
山
一
ー
中
心
地
域
と
し

τ、
最
も
多
数
の
大
経
営
を
擁
し
て
お
り
、
そ
の
過
半
は
ベ
ル
リ

γ

こ
の
ベ
ル
リ

γ
機
械

f

ム
業
白
鷹
史
的
な
起
点
は
、
一
八
世
紀
と
一
九
世
紀
白
交
、
プ
ロ
イ
セ

γ
絶
対
主
義
の
殖
産
興
業
政
抜
に
よ
り

保
護
・
育
成
さ
れ
た
特
権
企
業
に
さ
か
心
ぼ
る
こ
止
が
で
き
る
。
「
最
J

初
の
発
展
の
時
期
に
は
、
錠
前
職
印
。
F
Z
B司
自
白
小
工
場
へ
の

上
昇
が
普
通
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
新
し
い
工
業
は
、
数
世
代
以
来
存
続
し
℃
い
る
古
い
手
工
業
経
営
白
う
え
に
築
か
れ
た
の
で
は
な

く
、
札
ぜ
凶
白
機
械
製
作
白
ベ
ル
リ
ン
へ
の
移
植
の
た
め
に
、
大
部
分
は
新
規
白
創
設
を
撰
ん
だ
。
ド
イ
ツ
の
他
の
語
地
方
で
は
、
こ
と

に
農
業
機
械
製
作
に
お
い
て
、
手
工
業
者
が
機
械
修
却
を
行
い
、
そ
れ
と
結
び
つ
い
亡
自
家
製
作
を
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
が
、
そ
う
し

た
こ
と
は
ベ
ル
リ
ン
で
は
一
認
め
ら
れ
占
な
い
で
、
す
く
た
く
と
も
背
景
に
退
い

E
い
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
よ
り
は
む
し
ろ
、
し
ば
し
ば

同
家
の
支
持
に
上
り
促
進
せ
ら
れ
て
、
外
国
白
模
型
に
よ
る
に
せ
よ
、
自
己
の
特
許
に
よ
る
に
せ
よ
、
は
じ
め
か
ら
一
定
の
機
械
型
白

製
作
の
怠
図
が
存
し
た
n

こ
の
発
展
の
担
い
手
は
、
直
接
ま
た
は
間
接
に
外
国
臼
修
業
を
う
け
た
機
械
工
宮

R
U
m
E
E吋
で
あ
っ
た
」

ベ
ル
リ
ン
機
械
工
業
に
お
什
る
労
働
関
係
け

第
八
十
八
番

八

第
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こ
う
し
た
ド
1
ク
只
の
叙
述
に
端
的
に
一
以
さ
れ
る
よ
う
に
、
錠
前
臓
の
手
工
業
経
営
の
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ャ
l
経
営
へ
山
上
昇
を
沿
さ

九
つ
つ
、
ベ
ル
り

γ
に
。
ブ
ロ
イ
セ

γ
絶
対
主
義
白
銅
産
興
業
政
策
に
よ
り
特
権
企
業
が
創
出
さ
れ
、
こ
れ
が
さ
し
あ
た
っ
て
先
進
諸
国

と
く
に
イ
ギ
リ
ス
の
新
技
術
体
系
導
入
の
主
導
権
を
握

p
、
新
技
術
体
系
た
b
び
に
熟
綜
労
働
力
の
培
養
基
の
役
割
を
果
し
た
の
で
あ

る。
モ
の
最
も
き
わ
だ
ヮ
た
事
例
は
、

王
立
鋳
鉄
所
内
出

E悶
]
H
n
F
O
H
刷
出
。
ロ
四
百
四

2
2
と
エ
ゲ
ル
ス
』

k
F

司
担
問
。
-
Z
の
私
立
鋳
鉄
所

で
あ
る
。
王
立
鋳
鉄
所
は
一
八

O
四
j
O五
年
に
設
立
さ
れ
、
子
工
業
者
へ
鋳
鉄
を
供
給
し
て
い
た
が
、

一
八

O
六
年
に
国
営
穿
孔
u

研
磨
作
業
場
を
傘
下
に
収
め
、
イ
ギ
リ
ス
の
毛
デ
ル
に
倣
つ
亡
蒸
気
機
関
の
試
作
を
繰
返
え
し
、
一
般
兵
役
義
務
制
移
行
後
に
プ
ロ
イ
セ

長
大
の
消
費
者
と
た
ワ
た
常
備
軍
用
の
軍
需
品
、
機
械
鋳
物
部
品
、
塾
頭
、
手
摺
、
カ
ー
テ
ン
パ
下
、
章
、
記
高
等
の
雑
多
な

品
目
白
生
産
に
従
事
し
て
い
た
。
し
か
し
、
王
立
鋳
鉄
所
は
一
八
二
八
年
に
廃
止
さ
れ
て
わ
り
、
プ
ロ
イ
セ
ン
絶
苅
主
義
の
ベ
ル
リ
ゾ

機
械
工
業
に
刈
す
る
荊
産
興
業
政
策
白
基
調
は
む
し
ろ
私
常
作
業
場
の
保
護
・
育
成
に
あ
ヮ
た
。
な
か
で
も
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
l

レ
ン
人

エ
ゲ
ル
ス
は
、
財
産
興
業
政
策
の
立
役
者
ポ
イ
ト

目

u
n
唱
団

E
F
の
知
週
土
え
亡
、

官
出
世
で
バ
リ
、
ロ
ン
ト
ン

マ
ン
チ
ェ
ス

タ

l
、
ハ

1
ミ

γ
ガ
ム
そ
の
他
の
工
業
都
市
へ
凡
学
旅
行
を
し
た
の
ち

一
八
二
一
年
に
政
府
資
金
の
援
助
で
ベ
ル
リ
ン
最
初
の
私
立

の

エ
ゲ
ル
ス
は
、
さ
し
あ
た
っ
て
数
人
の
職
人
と
鋳
造
を
行
っ
て
い
た
が
、
蒸
気
機
関
心
製
作
に
着
手
し
て
急
速

に
生
産
規
模
を
拡
大
し
、
一
八
三

O
年
に
す
で
に
五

Qυ
人
を
雇
傭
し
た
そ
の
作
業
場
出
、
ベ
ル
リ

γ
の
み
で
な
く
、
全
ド
イ
ツ
の
機

械
製
作
の
た
め
に
重
要
な
養
成
所
と
た
っ
た
と
い
、
h
o

鋳
鉄
所
を
設
立
し
た
。

こ
う
し
て
作
成
過
程
に
あ
っ
た
ベ
ル
リ
ン
の
機
紙
作
業
場
は
、
主
に
蒸
気
機
関
と
繊
維
機
械
の
製
作
に
従
事
ぃ
、
さ

b
に
製
糖
用
、

火
酒
蒸
溜
用
、
印
刷
用
、
製
紙
用
等
心
た
め
の
機
械
も
製
作
し
む
、
総
じ
て
多
様
な
品
目
白
生
産
に
携
っ
て
い
た
が
、
す
で
托
基
本
技

ヘ
ル
リ
ン
機
械
工
業
に
お
け
る
労
働
関
侃
付

第
人
十
八
巻

ノL
五

第
プ℃
う手

三乙



ヘ
ル
リ
ソ
機
械
工
業
に
お
け
る
労
働
関
係
け

術
た
る
γ
ム
作
機
械
臼
製
作
に
も
着
手
し
て
い

h
o
こ
れ
ら
の
機
械
作
業
場
の
大
多
数
が
政
府
資
金
白
援
助
を
享
受
し
た
だ
け
で
た
く
、

第
八
十
八
巷

ノL
+ ノ、

第
/、
号

一
八
一
八
年
五
月
一
六

H
の
フ
ロ
イ
セ
ン
関
税
改
革
や
一
八
二

O
年
一

O
月
二
四
日
に
ポ
イ
ト

ω
主
導

ωも
と
に
設
立
さ
れ
た
工
業
奨

励
協
会

4
2
0
5
N
R
司
自
丘
。
日
目
凹
凸
自
の
O
司
O
号
。
白
日
恒
宮
に
よ
り
ハ
ッ
グ
ア
ッ
プ
さ
れ

τ
い
た
。

し
か
し
、
関
税
同
盟
の
創
設
と
鉄
道
網
の
建
設
に
よ
り
園
内
市
場
が
拡
大
さ
れ
る
に
と
も
た
い
、
漸
く
政
府
資
金
白
援
助
士
、
っ
け
な

い
で
発
足
し
え
た
機
峨
作
業
場
が
始
顕
し
は
じ
め
る
o

ブ

ν
ス
一
ブ
ウ
で
大
工
職
を
修
業
し
、
エ
ゲ
ル
ス
白
機
械
紳
業
場
白
支
配
人
に
な

が
一
八
三
七
年
に
五

O
人
目
労
働
者
を
雇
傭
す
る
機
械
作
業
場
主
設
立
し
、

っ
た
ポ
ル
ジ
ッ
ヒ

〉
己
伺
戸
ω門
出
。
H
，盟国

一
八
四
一
年
に
最

初
の
機
関
車
を
ベ
ル
リ
γ

H
ア
Y

ハ
ル
ト
鉄
道
に
供
給
し
た
り
ち
、
機
関
車
生
産
者
と
し
て
急
激
な
上
昇
を
示
し
た
ほ
か
、
王
立
鋳
鉄

と
機
械
工
ハ
ル
ス
ケ
』

国
己
件
。
が
一
八
四
七
年
に
電
信
装
世
製
作
の
た
め
に
旋
線
三
台
と
一

O
人
の
労
働
者
主
も
フ
て
操
業
を
開
始
し
た
機
械
作
業
場
、
等

所
や
エ
ゲ
ル
司
〈
や
ポ
ル
シ
ッ
ヒ
の
機
械
作
業
場
で
修
業
し
た
キ
ー
ル
心
指
物
工
ヴ
ェ
ー
レ
ル
ト

設
立
さ
れ
、
機
関
車
生
産
に
進
出
し
た
機
械
作
業
場
、
砲
兵
士
官
ジ

1
メ

γ
ス

4
『
。
『
戸
内
げ
吋
一
行

に
よ
り
一
八
回
二
年
に

4
『
O
同
白
目
。
吋
印
H
O
口
H
O
ロ
ω

c;-; 

む
設
立
が
あ
い
つ
い
で
れ
わ
れ
た
。
新
技
術
体
系
た
ら
び
に
熟
練
労
働
力
の
培
養
恭
の
役
割
を
果
し
た
特
権
企
業
に
、
い
わ
ば
接
木
さ

れ
た
か
た
ち
で
、
こ
う
し
た
諸
企
業
が
発
展
の
主
軌
と
な
り
、
五

0
年
代
か
ら
六

0
年
代
に
か
け

t
工
場
制
へ
の
移
行
を
治
し
す
す
め

た
の
で
あ
る
。

中
心
)
の
「
工
場
を
除
外
し
て
六
一
白
「
工
場
」
と
五
、
一
一
九
五
人
目
労
働
者
全
判
明
し
、

一
八
五
八
年
の
統
計
で
は
、
オ
ラ

γ
一一エ

γ
ブ
ル
ク
門
前
(
機
械
工
業
の
発
祥
地
で
あ
り
、

「
二
一
月
革
命
L

の
バ
リ
ケ
ー
ド
の

五

O
人
以
上
一
雇
傭
す
る
大
経
営
一
五

ωう

ち
、
ポ
ル
ジ
ッ
ヒ
は
一
、
目
。
。
人
、
ヴ
ヱ
l
レ
ル
ト
は
五
六

O
人
、
工
、
ケ
ル
ス
は
五
一

O
人
心
労
働
者
全
辰
備
す
る
に
い
た
っ
た
。

す
で
に
「
三
月
前
期
』
に
マ
一
一
弘
プ

γ
グ
チ
ャ
l
経
営
と
工
場
制
と
の
混
交
主
示
し
た
ベ
ル
リ
ン
機
械
工
業
は
、

八

と
も
あ
れ
、

七
一
年
の
新
ド
イ
ツ
帝
閏
創
立
の
己
ろ
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
機
械
工
業
に
措
抗
し
う
る
ま
で
に
成
長
を
と
げ
、
機
械
制
大
ム
業

ω支
血
を



碓
立
し
た
の
で
あ
り
、
そ
う
し
た
時
点
に
レ

l
ヴ
ェ
祉
が
設
立
さ
れ
て
い
る
u

ω
G立。
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C
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r
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E
b
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2
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N
h
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E
三
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出
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へ
E

s

b益
吉
宮
崎
N
h
a
r宅
S
F
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向
言
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、
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~
判
h
a
Q
Z
S
E
E
h
h
p
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ロ
h
p
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A
E
R
S札
E
s
h
R
F
H
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H10-問
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出
色
丹

H
E
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山
田
沼
印
口
u

な
お
、
ド
イ
ツ
帝
国
統
計
は
、
機
械

u
器
具
H
装
同
工

業
在
、

ω機
械
、
装
置
、

ω製
軒
機
製
作
、
川
w武
排
製
作
、
造
船
、
川
刊
銃
砲
、

ω製
図
出
具
、
同
楽
器
、
の
数
学
的
、
物
盟
学
的
、
化
学
的
、
外
科

医
学
的
措
器
具
(
屯
機
工
業
に
属
す
る
も
り
を
除
く
)
、
同
電
焼
以
外
の
ラ
ン
プ
そ
の
他
心
照
明
装
置
、
例
屯
気
機
械
、
装
置
、
設
備
、
以
の
九

部
門
に
牙
煩
し
て
い
る
。
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Z
E
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A
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ロ
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匂号尽
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同叉言言
λ
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R若句式呈芸暗芯や
K
札
凶
胆
$
》
若
わ
さ
a
E
H芯
言
言
、
、

H
U
N
Y
凹

畠

め

グ

ェ

1
ゼ
ル
河
下
流
の
ウ
レ
デ
叫
身
の
機
械
工
フ
ロ
イ

γ
ト

c
h
H
J
Eロ
巴
が
、
コ
ベ
ン
ハ
i
ゲ
ン
で
修
業
し
た
の
ち
、
一
八
一
五
年

に
機
械
作
業
場
を
設
立

L
、
翌
布
に
ぐ
ル
り

γ
最
初
の
運
転
可
能
な
蒸
気
機
関
白
製
作
に
成
功
し
、
蒸
気
機
関
の
製
作
と
並
行
し
て
限
競
の
主
の
研

磨
吉
行
っ
た
(
門
出
巳
肌
n
F
o
m
p
p
a
o

出
色
)
。
繊
維
機
械
白
製
作
は
、
一
八
陛
紀
の
ベ
ル
リ
ン
の
主
要
産
業
が
繊
維
工
業
で
あ
っ
た
こ

と
と
対
応
し
て
、
生
成
過
程
。
機
械
工
業
に
お
い
て
重
要
な
部
分
を
占
め
た
。
若
干
り
事
例
を
挙
げ
て
お
こ
う
。
け
一
九
世
担
一
冊
頭
に
ベ
ル
リ
ン
。

主
導
的
な
綿
動
績
業
者
ヘ
上
男
し
た
錠
前
工
タ
ッ
(
ル
ト
』
司
君
叶
戸
市
宮
司
け
は
、
パ
リ
で
綿
紡
績
機
を
製
作
し
て
い
た
一
イ
ギ
リ
久
人
叩
企
業

に
一
属
附
さ
れ
て
修
業
し
た
り
ち
、
一
七
九
一
年
に
プ
ロ
イ
セ
ン
国
王
か
ら
イ
ギ
リ
ス
の
そ
デ
ル
に
基
づ
い
て
綿
紡
績
機
を
製
作
す
る
一
認
可
を
よ
ズ
て
い

た
。
伺
イ
ギ
リ
ス
人
が
一
八
一
五
年
に
毛
拙
物
工
場
か
設
立
し
、
副
次
経
常
で
機
械
を
製
作
す
為
。
同
ボ
タ
ン
工
場
主
フ
ン
メ
ル
ロ
出

E
U自
己

が
一
八
五
年
に
ボ
タ
ン
や
キ
土
フ
コ
白
生
曜
の
た
め
の
機
械
や
製
紙
用
、
印
刷
刑
の
機
械
の
製
作
に
着
手
す
る
。
同
ベ
ル
ギ
ー
の
り
ユ
ヴ
テ
ィ
ヒ

に
設
立
き
れ
た
イ
ギ
リ
ス
人
コ

y

ク
リ
ル
門
2
-
Z
H
E
兄
弟
の
機
械
工
場
の
ベ
ル
リ
ン
分
工
場
が
一
八
一
六
年
に
融
機
と
毛
険
物
仕
上
機
を
、
の

ヘ
ル
リ
ン
機
械
工
業
に
お
け
る
労
働
関
部
付
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八
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八
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ベ
ル
リ
ゾ
機
械
L
業
に
お
け
る
労
働
関
係
け

第
八
十
八
巻

ノに
ノ¥

第
六
号

A 

ち
に
は
蒸
気
地
問
も
製
作
す
る
。
同
一
組
織
コ
が
八
一
六
年
に
ベ
ル
リ
ン
最
初
の
ジ
ャ
カ
1
ド
式
紋
織
機
を
導
入
し
、
こ
り
種
の
繊
維
機
械
の
製

作
に
着
手
す
る
(
間
口
。
。
宮
司
路
島
。
、

ω
口〉。

的
ヘ
ッ
ク
マ
ン
門
出
o
n
w
E
P
ロ
ロ
が
一
八
一
九
年
に
火
酒
蒸
湖
周
と
製
栖
用
の
機
械
な
ら
ぴ
に
装
置
を
製
作
し
、
一
八
三
七
年
に
真
儲
庄
延
工
場

を
設
立
し
た
(
間
目
。
。
四
ω
R
R
N

ロ
ョ
印
巴
〕
。

州
問
ホ
ラ
ウ
エ
ル
出
。
ロ
E
O
H
が
一
八
二

O
年
に
銅
u

真
鍋
目
青
銅
製
の
金
物
生
産
の
作
業
場
を
設
す
し
、
の
ち
に
金
属
加
工
機
の
主
産
に
特
殊
化
L

‘
，
司
、
、
、
、
、
、
、

て
上
作
機
械
工
業
の
礎
石
を
お
き
(
閉
口
吉
宮
、

h

N

S

O
ヨ

ω
ド

ω
)
、
ハ
マ
ン
伊
国
R

E
ロ
ロ
が
一
八
二
九
年
に
設
立
し
た
機
械
作
業
場
。
は
、

旋
盤
を
は
じ
め
平
削
操
、
d
F
I

ル
盤
等
の
工
作
機
構
担
ヒ
び
器
具
が
製
作
さ
れ
、
一
八
一
一
一

c
t三
四
年
に
三
四
台
、
一
八
三
五
ー
に
一
九
年
に
七
六
台
、

一
人
山
口
j
何
回
年
に
二
二
土
台
の
旋
盤
が
生
産
さ
れ
て
お
り
、
一
八
四
凶
年
に
凹

G
I
五
心
人
の
労
働
者
が
就
業
し
て
い
た

(
C

明
日
立
。
旬
、

S
Q
Q
J
m
h
o
)
。

州
側

C
F
0
2
σ
ヲ
ぬ

Q

G
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ω

ロ
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∞
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冨
E
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c
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m
p
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一

ω
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同

M

W

C

H

U

。口
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-

Q

Q

?

印

N
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口
0
0伺
p

s
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z

州
開
口
2
H
m
ω
5目。ロ
ω
}
P
R
E
与
吉
野
旬
同
s
a
Z
ω
M
N
応
対
苦
言
』
出
〈
凶
円
、
右
均
一
回
目
白
1
回
目
前
掲
州
警
八
イ
ハ
ベ
ジ
を
参
照
さ
れ
た
い

Q

M
W

凹

E
日
仏
出
R
E
E
F
b呂
町

E
q
b尚
早
吉
野
有
国
句
、
N
Z
E
A
与
皇
宮

H
N
W
G
E宮
崎
吋
均
一
切
込
同
一

E
S
}
ω
H
b

州
制
同
巴
。
。
哲
也
氏
色
。

}ω
山
弓
l
s
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レ
l
ヴ
ヱ
社
の
設
立
と
発
展

こ
う
し
て
機
械
制
大
工
業
と
し
て
の
来
礎
を
か
た
め
た
ベ
ル
リ

γ
機
械
工
業
は
、
新
ド
イ
ツ
帝

国
心
創
立
と
と
も
に
、
新
し
い
躍
進
の
時
期
を
迎
え
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
資
本
白
有
機
的
構
成
の
一
角
度
化

K
と
も
な
う
労
働
過
紅
白

変
化
と
工
場
内
分
業
ー
の
進
展
は
、
錠
前
職
作
業
場
に
沿
け
る
家
父
長
的
な
旧
型
の
労
働
関
係
を
解
体
さ
せ
、
徐
々
に
合
理
的
た
新
型
の

労
働
関
係
へ
の
再
編
成
を
ひ
き
治
こ
す
と
同
時
に
、
多
聞
的
労
働
に
従
事
す
る
職
人
的
性
格
の
旧
型
の
労
働
者
に
代
り
、
部
分
的
労
働

に
特
殊
化
さ
れ
た
新
型
一
の
労
働
者
を
前
面
に
ゐ
し
だ
し
た
。
ベ
ル
リ
ン
機
械
工
業
に
ゐ
け
る
こ
の
労
資
関
係
な
ら
び
に
労
働
力
の
質
の



変
化
を
、
レ

1
ヴ
ェ
社
の
実
態
調
査
等
に
依
拠
し
て
考
盛
山
す
る
ま
え
に
、
レ
ず
ヱ
社

ω
設
立
と
発
展
L
つ
い

τ
い
ち
お
う
り
慨
観
を

あ
た
え
て
ゐ
こ
う
。

レ

l
ヴ
ェ

円、
E
H当
局
円
004
司
。
は
、

一
八
三
七
年
一
二
月
七
日
に
ア
イ
ヒ
ス
フ
ェ
ル
ト
の
ハ
イ
リ
ゲ
ン

γ
ュ
タ
ッ
ト
に
ユ
ダ
ヤ
人
の

教
師
の
息
子

ιし
て
生
ま
れ
、
二
七
歳
で
進
歩
党
の
ベ
ル
リ
ソ
市
会
議
員
と
し
て
活
躍
し
、
六

0
年
代
に
は
工
作
機
械
の
販
売
業
務
に
携

っ
て
い
円
た
が
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
ミ

V

Y
生
産
に
b
け
る
大
泣
生
産
方
式
を
ド
イ
ツ
へ
導
入
す
る
意
図
を
も
っ
て
、
一
八
六
九
年
二
一

月
七
日
に
レ

1
ヴ
ェ
・
ミ
ジ

γ
製
作
株
式
合
資
会
計

F
g宮

F
8
4司
O
F
口
o
円
。
白
日
E
E仲
間

go--mの宮内
HmHH『
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E
H
E
P
H
司
戸

『
H
P巴
己
ロ
ヨ
ロ

Z
S自
信
n
E
5
0
同
を
資
本
A
M
二
五
万
タ

l
一フ

l
で
ベ
ル
リ
γ
に
設
立
し
た
c

一
八
七
三
年
に
レ

i
ヴ
司
社
に
は
、

ω

工
作
機
械
製
作
の
た
め
に
九
二
台
の
機
械
と
一
七
二
人
目
労
働
者
、

ωミ
シ

γ
生
産
の
た
め
に
一
一
一
九
台
の
機
械
と
一
=
二
人
の
労
働

者、

ω小
銃
と
く
に
照
尺
製
作
の
た
め
K
二
八
二
台
の
機
械
と
六

O
六
人
の
労
働
者
、
川
明
一
枚
経
営
の
た
め
に
合
計
六

O
馬
力
白
二
台

の
蒸
気
機
関
、
以
上
の
構
成
で
九
O
九
人
の
労
働
者
が
就
業
し
て
い
た
。

ミジ

y
生
産
は
ヘ
ル
リ
ン
で
は
一
八
立
六
年
に
グ
l
ト
マ
ン
ト
『
己
E
ω
C
E自
白
百
に
よ
り
、
古
手
さ
れ
て
い
た
が
、
ア
メ
リ
カ
令
来
同

の
γ
γ
ガ

l
・
ミ
シ

γ
の
競
争
に
圧
迫
さ
れ
て
、
ボ
タ
ン
孔
ミ
ジ

γ
心
主
産
に
特
殊
化
せ
し
め

b
れ
て
い
士
。
ア
メ
リ
カ
ム
ロ
衆
闘
で
は
、

そ
の
広
大
な
困
内
市
場
と
熟
練
労
働
力
の
不
足
の
士
め
に
、
機
械
制
生
産
は
急
速
に
進
展
し
、
ミ
シ
ン
生
産
に
よ
り
大
量
生
産
方
式
が

い
ち
は
ギ
く
曲
目
及
し
た
り
に
比
し

τ、
ト
イ
ッ
で
は
、
国
内
市
場
の
狭
小
さ
に
制
約
さ
れ
て
、

v

ヴ
ェ
社
山
大
宜
生
産
方
式
導
入
の

企
図
も
挫
折
し
、
す
で
に
一
八
七
七
年
に
そ
の
ミ

γ
y
生
産
は
放
楽
さ
れ
た
。
あ
た
か
も
「
大
不
況
」
期
の
さ
た
か
に
あ
た
り
、
ド
イ

ミ
シ
ン
生
産
臼
み
t
は
年
間
嫁
動
し
え
ず
、

ω自
転
車
、
例
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、
自
動
金
銭
笈
録

器
、
郵
税
前
納
れ
印
器
、
ゆ
工
作
機
械
等
の
製
作
へ
転
換
を
試
み
た
の
で
あ
り
、
レ

l
ヴ
ェ
社
は
エ
作
蜘
跡
の
製
作
に
向
っ

b
o

ツ
む
ミ
シ
ン
生
産
工
場
は
総
じ
て
、

へ
ル
リ
ン
機
械
工
業
に
お
け
る
労
働
関
係
け

第
人
十
八
昏

八

九

第
六
日
乃

九



ベ
ル
リ
ン
機
械
工
業
に
お
け
る
労
働
関
係
け

凱
八
十
八
巻

九。
第
六
号

。

同
時
に
、
レ

l
ヴ
ェ
社
は
大
量
生
産
方
式
全
実
説
し
え
た
武
器
生
産
に
重
点
を
お
さ
、
ド
イ
ツ
帝
国
の
陸
軍
の
新
武
装
の
た
め
の
歩

兵
銃
生
産
は
巨
額
に
達
し
、
す
で
に
一
八
七
四
年
に
レ
ヴ
ェ
社
の
生
産
の
首
位
を
占
的
↑
て
い
る
。
そ
の
後
一
八
八
七
年
に
は
、

ν
I

巧
丘
町
ω
ロ
E
F口
町
冨
山
口
ω
耳
目
。
寸

0
3品。門町

mwz

万
挺
の
小
銃
供
給
業
務
を
行
っ
た
ほ
ん
川
、
ス
エ

1
デ
ン
キ
九
ベ
イ
ン
等
へ
も
小
銃
供
給
業
務
を
拡
大
し
て
、

の
全
株
式
を
引
受
け
て
、
ト
ル
コ
政
附
へ
包
五

ヴ
ェ
社
は
マ
ウ
ゼ
ル
武
器
工
場

『
死
の
商
人
』
の
性
格
を

濃
く
し
て
い
た
。
こ
う
し
て
巨
大
な
発
展
を
と
げ
た
レ

l
ヴ
ェ
社
の
武
器
生
産
部
門
は
、

一
八
九
六
年

一
月
七
日
の
臨
時
総
会
で
資

本
金
一
、
二

O
O万
マ
ル
ク
の
ド
イ
ツ
武
器
u

弾
薬
工
場

ロ
E
仲
間
宮
司
長

g
zロ
且
民
ロ
E
C吉
弘
与
口
昨

3
5
回

2
-
E
F
同
日
】

ω
吋ロ
F
o

に
統
合
さ
れ
、
こ
の
分
離
さ
れ
た
別
会
社
に
は
、
二
五
年
間
、
必
要
機
械
1

棒
共
を

ν
I
ヴ
ェ
社
へ
発
註
す
る
義
務
が
課
さ
れ

て
い
"
。
。

と
こ
ろ
で
、
レ

1
ヴ
ェ
社
は
、

一
八
包
五
年
に
一
時
着
手
し
、
中
断
し
て
い
た
汽
維
や
蒸
気
機
関
の
製
作
を
一
八
八

O
年
に
再
開
し

た
が
、
既
存
の
蒸
気
機
関
生
産
者
の
競
争
に
圧
迫
さ
れ
た
た
め
、
ま
た
、
工
作
機
械
の
園
内
受
註
の
み
で
な
く
、
オ
l
ス
ト
リ
l
H
ハ

ロ
ジ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
中
国
等
の
、
主
に
鋳
貨
設
備
用
や
大
砲

u
弾
薬
工

場
周
白
工
作
機
械
の
国
外
受
註
も
急
速
に
拡
大
さ
れ
た
た
め
、
汽
縫
干
蒸
気
機
関
の
製
作
を
再
び
放
莱
し
た
υ

ン
ガ
リ
l
、
ス
エ

1
デ
ン
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
イ
ギ
リ
ス

左
治
、
レ

1
ヴ
ェ
社
が
、
ト
ム
ソ

γ
u
ハ
ウ
ス
ト
ソ
電
気
会
社
叶
宮
田
宮
口
出
E
m
H
E
E
o
Z庄
内
円
。

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
業
務
を
担

当
す
る
ト
ム
ソ

y
h
ハ
ウ
ス
ト

y
国
際
電
気
会
社
叶
E
E
B口
出
E
E
S
E
Z自
己
5
5
-
回
日
宮
内
口
o
h
d
よ
び
テ
ィ
ヅ
セ
ソ
〉
戸

四

cm汁

川

門

『

〕

Emoロ
と
共
同
し
て
、

一
八
九
二
年
に
資
本
金
一
五

O
万
マ
ル
ク
で
設
立
し
た
ウ
ニ
オ
ン
・
エ

l

・
ゲ

l

d
ロ山
E
E
O昨耳ー

】

N
一
庁
山
伊
丹
mu

問。ωo--ωnEN凶古
も
ま
た
、
二
五
年
問
、
必
要
機
械

u
器
具
を

ν

l
ヴ
ェ
社
へ
発
詰
す
る
義
務
を
負
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が

t

八
九
九
年
一
月
一
日
以
降
、
レ

l
ヴ
ヱ
社
の
電
機
生
産
部
門
は
分
離
さ
れ
て
、
ウ
ニ
オ

γ
・エ
11

・
ゲ
1
へ
譲
渡
さ
れ
た
。
も
と
よ
り
、
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ベ
ル
リ
ン
機
械
工
業
に
お
け
る
労
働
関
係
け

(1~ (l~ 

?
丘
、
出
色

町

肺

門

尚

一

回

。

由

第
八
十
八
巻

九

第
六
号

ベ
ル
リ
ン
機
械
工
業
の
労
働
関
係

I 

労
働
者
の
出
自

ヲ
イ
へ
ル
ト
心
実
態
調
査
が
実
施
さ
れ
た
一
九
O
五
年
五

l
人
月
白
当
時
、

鋳

レ

I
ヴ
ェ
社
の
工
場
は
、

物
ー
鍛
造
、
機
械
製
作
、
器
具
製
作
の
一
四
部
門
か
ら
梢
成
さ
れ
、

M
h
業
h
d

よ
ぴ
技
術
関
係
の
職
員
一
二
三
人
、
労
働
者
一
、
三
三
二
人
、

合
計
一
、
四
六
五
人
が
就
業
し
て
い
た
。
労
働
者
心
出
身
地
は
、
第
2
表
の
一
叫
す
よ
う
に
、
ヘ
ル
リ

γ

E
含
む
東
部
六
州
で
七
七
%
を

占
め
、
外
国
間
身
の
七
%
の
う
ち
白
過
半
は
ス
ラ
ブ
系
で
、
他
の
一

i
三
%
が
イ
ギ
リ
ス
、
/
メ
リ
カ
合
衆
国
、
デ
Y

7

l
タ
等
白
出

身
で
あ
ん
o

東
工
ル
ベ
地
帯

ω労
働
市
場
に
決
定
的
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
、
し
か
も
意
外

第 2表

レ ヴェ社の労働者の出身地別構成

lベ ルリソ お
プヲンデ γ フプλLグ州 24 17竹7 

ポンメル γ' 東耳四プロイ也ン r% 
ポ ゼン' じシ〆ユレ一三ジPエ γ諸州 25 ) 

ザグセン州 1 

ザグ セ ン 王 国 5 

テューリシゲン諸州 3 

i その他0) l，~ィッ 5 

日 III 7 

に
ス
ラ
プ
系
の
労
働
者
の
比
重
が
低
い
こ
と
、
以
上
の
一
点
が
注
目
さ
れ
る
。

問
題
を
さ

b
に
た
ち
い
づ

τ検
討
す
る
た
め
に
、
同
じ
〈
ベ
ル
リ
ン
に
拠
点
を
沿
く
竜
機

コ
Y

ツ
巳
ル

y
た
る
ジ
l
メ
γ
ス
U

ハ
ル
ス
ケ
材
心
ヴ
ェ
ル
ヲ

l
工
場

ω
一
五
六
人
の
労
働

者
の
出
自
に
か
ん
す
る
ハ
イ
ス
の
一
九
O
六
年
の
実
態
調
査
の
成
果
を
分
析
し
て
み
よ
う
。

第
3
表
の
示
す
よ
う
に
、
こ
の
ぼ
あ
い
も
、
ベ
ル
リ

γ
を
含
む
東
部
六
州
が
労
働
者
の
出
身

地
の
八
O
%
(
機
械
工
の
ば
あ
い
七
四
%
)
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
、
す
べ
て

ω
職
種
と
範
時

の
労
働
者
を
一
括
す
る
第
2
表
で
は
ベ
ル
リ
γ
出
身
者
の
比
五
が
二
八
%
で
あ
っ
た
の
に
対

し
、
機
械
工
、
仕
上
工
、
旋
盤
工
等
の
機
械
日
器
具
製
作
部
門
の
職
組
の
熟
練
労
働
者
に
重



点
白
あ
る
第
3
表
で
は
、

ベ
ル
リ

γ
出
身
者
が
団
h
U
M
W
(
機
械
工
白
ぱ
あ
い
一
1
0
%
)
と
円
う
商
い
割
合
主
一
市
し
、

労
働
力
供
給
源
と
し

て
地
一
工
の
ベ
ル
リ
ン
が
最
も
重
要
な
怠
義
主
有
し
て
お
り
、
東
エ
ル
ベ
地
帯
の
農
村
・
農
村
都
市
の
三
三
%
(
機
械
工
の
ば
あ
い
二
一
%
)
、

四
L

ル
ベ
地
帯
の
農
村
・
農
村
都
市
の
一
一
%
(
機
械
工
の
ぼ
あ
い
一
四
%
)
等
が
モ
れ
に
つ
ぐ
。

さ
ら
に
、

労
働
者
の
出
自
主
考
察
す
る
な
ら
ば
、
労
働
者
の
父
の
職
業
の
う
ち
で
工
業
が
六
三
%
〔
機
峨
工
の
ば
あ
い
五
八
%
)
に
達

じ
、
こ
れ
は
自
営
工
業
者
二
七
%
(
同
上
二
七
%
)
、

工
業
経
営
職
員
八
%
(
同
上
六
%
)
、
工
業
労
働
者
一
八
%
〔
同
上
二
五
佑
)
白
構
成

を
と
品
。
こ
れ
に
反
し
、
農
業
は
僅
か
に
七
%
(
機
械
工
の
ば
あ
い
一
一
一
%
)
E
占
め
る
に
す
ぎ
ず
、
官
吏
U

一
四
%
(
同
上
一
八
%
)
や
商

業
む
八
%
(
同
上
一
一
ニ
特
)
を
下
廻
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、
労
働
者
の
出
向
に
お

wτ
工
業
労
働
者
拾
工
び
自
営
工
業
者
が
圧
倒
的
に

首
位
に
た
ち
、
そ
れ
に
つ
何
で
商
人
、
工
業
経
営
職
員
、
中
l

下
級
官
吏
、
白
営
農
業
者
等
の
順
位
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
機
械

工
業
本
来
の
職
種
の
熟
練
労
働
者
に
重
点
h
z
b
く
ば
あ
悼
、
モ
の
主
要
部
分
が
下
工
業
者
平
工
業
労
働
者
白
子
弟
白
出
自
を
も
つ
こ
と

が
推
定
さ
れ
弘
o

ハ
イ
ス
は
七
二
人
の
機
械
で
の
出
身
酢
一
の
年
令
階
層
別
な
ら
び
に
週
賃
銀
階
層
別
構
成
と
関
連
さ
せ
て
、
労
働
者
の
能

力
(
週
賃
銀
額
を
指
標
)
は
、
年
令
階
層
と
密
接
陀
関
連
し
て
治
り
、
そ
の
出
身
地
か
ら
は
木
質
的
た
影
響
を
う
け
な
い
こ
と
を
強
調

し
よ
う
と
す
る
。
ハ
イ
九
の
統
計
で
は
、
農
村
と
農
村
都
市
が
一
括
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
、
機
械
て
の
修
業
を
経
過
し
た
熟
練
労
働

者
の
み
が
対
象
と
さ
れ
て
W
る
た
め
、
適
確
な
判
定
を
下
寸
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
し
て
も
、
わ
れ
わ
れ
は
む
し
ろ
、
週
賃
銀
二
二

1

と
こ
ろ
で
、

一
三
三
マ
ル
ク
臼
階
層
に
東
ヱ
ル
ベ
地
帯
白
農
村
・
農
村
都
市
出
身
者
の
占
め
る
比
重
が
相
対
的
に
高
い
こ

F
に
着
目
し
た

w。
こ
の
東

の
発
言
が
傾
聴
に
値
す
る
上
う
に
思
わ
れ
る
。

エ
ル
ベ
地
帯
の
農
村
出
身
者
の
労
働
力
の
質
に
か
ん
し
て
は
、
東
プ
ロ
イ
セ
ン
か
ら
移
住
し
た
一
労
働
者
か
ら
ハ
イ
ス
が
聴
取
し
た
次

「
わ
た
く
し
も
、
都
市
出
身
や
工
業
出
の
ひ
と
た
ち
は
、
農
業
労
働
者
と
は
全
〈
異
っ

ベ
ル
リ
ン
機
械
工
業
に
お
け
る
労
働
関
係
け

第
八
十
八
巻

)L 

第
六
号
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ベ
ル
リ
ン
機
械
工
業
に
お
け
る
労
働
関
係
け

第
八
十
八
巻

九
プて

第
六
号

ノ、

， 

た
精
神
を
も
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
農
村
出
身
の
ひ
と
た
ち
よ
り
も
多
〈
仕
事
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
ま
す
。
金
属
工
業
で
は
手

ー
ム
業
者
は
間
も
な
く
余
計
白
も
日
に
な
り
ま
す
。
年
少
の
こ
ろ
に
工
業
へ
入
る
た
め
に
都
市
へ
く
る
か
ど
う
か
と
い
う
己
と
こ
そ
制
題

な
の
で
す
。
勿
論
、
と
う
し
た
学
校
教
育
を
う
け
て
い
る
か
も
問
題
に
友
り
ま
す
υ

一
般
的
に
、
都
市
出
身
の
労
働
者
は
、
こ
と
に
東

部
諸
州
か
ら
や
っ
て
き
て
、
と
き
に
は
兵
役
後
に
は
じ
め
て
大
都
市
に
留
ま
っ
た
労
働
者
よ
り
も
は
る
か
に
熟
達
し
て
い
る
で
し
ょ
う
。

わ
た
く
し
が
一
四
歳
白
少
年
だ
っ
た
こ
ろ
、
わ
れ
わ
れ
に
は
東
プ
ロ
イ
セ
ン
の
プ
ロ
ム
ベ
ル
ク
出
身
の
仲
間
が
あ
り
ま
し
た
。
か
れ

b

は
当
時
ひ
ど
く
苦
労
し
て
、
い
ま
で
は
全
く
大
し
た
腕
前
に
な
り
、
し
ば
し
ば
多
〈
の
点
で
わ
た
く
し
に
勝
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ひ
と

た
ち
は
一
度
手
が
け
た
こ
と
を
と
こ
と
ん
ま
で
や
り
ぬ
き
ま
す
」
と
。
こ
こ
に
示
唆
さ
れ
て
い
る
労
働
刀
の
質
の
差
異
が
さ
さ
に
指
摘

し
た
機
械
工
業
の
労
働
者
白
出
自
の
構
成
を
制
約
し
て
い
る
こ
と
は
沓
み
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

川

山

門

『

川

円

HNEσYZ4庁

Q
S

。ョω
寸

引

川

町

時

~

甲

山

in
刷

出

∞

心

山

勺

前

作

λ

h

同

印

坦

川

刊

口

出

2
F
A
E
N
a
ω
5
R
N
h
s
H
V
Q
5
3
4
吾
、

L
芯
E
号
室
吾
、
田
町
喜
号
、
』
l
s
s苦
R
古
書
タ

ωnHH口
件
。
目
。
2
ぐ
司
自
国
立
日
片
山
ONE]日記。
E
F

出

品

ロ

P
H
C
5
-
印
印

H
3
-
H
3
1
口
P
H
2
J
Z
m
か
ら
構
成
。

助
機
械
工
業
の
労
働
者
。
出
自
を
職
種
別
に
た
ち
い
っ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
一
九

O
九
年
忙
ウ
ィ
ン
の
一
機
械
工
場
の
労
働
者
の
出
自
に

か
ん
し
て
ソ
レ
ル
が
実
施
し
た
実
態
調
査
の
成
果
に
よ
れ
ば
、
第
4
表
ハ
同
HOU日
仏

叩

O円
。
吋
}
入
品
宮
町
民
泣
き
弘
、
A
S
W
E
E
S旬

E

S
号
、
暫
定
芯
2

p
p
a
h
N
t
ミ与
3
F
ω

己
ぐ

mω
』
出
品

Z
F
H
U己
』

印

ω
弓
戸
冨
山
)
の
一
不
す
よ
う
に
、
提
粧
工
三
三
人
の

5
ち
一
七
人
(
五
一
五
%
〉
は

大
都
市
出
身
で
あ
り
、
そ
の
生
家
の
職
業
に
付
い
て
町
金
属
労
働
者
そ
の
他
の
熟
練
労
働
者
一
一
一
一
人
お
よ
び
手
工
業
者
四
人
に
対
し
農
民
は
二
人
に

、、

す
ぎ
な
い
。
仕
上
工
の
ば
あ
い
、
三
カ
人
心
う
ち
、
出
身
地
は
、
農
村
都
市
一
五
人
(
一
一
八
五
%
)
、
大
都
市
九
人
〈
二
三
一
君
、
農
村
六
人
(
一
五

四
き
の
順
位
を
示
し
、
生
家
。
職
業
で
は
手
工
業
者
二
一
人
が
口
位
に
た
ち
、
金
属
労
働
者
そ
の
他
の
熟
練
労
働
者
一
一
人
、
農
民
四
人
が
こ
れ

に
つ
ぐ
n

L

ζ

こ
る
で
、
線
治
工
一
一
人
の
う
ち
六
人
(
五
四
六
%
〉
は
良
村
出
身
で
あ
り
、
生
家
の
職
業

e
も
農
民
が
四
人
を
占
め
る
。
熟
練
労
問
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工
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旋盤

仕上

鍛

ベ
ル
リ
ン
機
械
工
業
に
お
け
る
労
働
関
係
付

第
八
」
l

八
巻

九
七

第
六
号

七



ベ
ル
リ
ン
機
械
工
業
に
お
け
る
労
働
関
係
け

第
八
J
l

八
巻

ブL
J又

第
六
号

八

者
範
叫
か
ら
出
熟
練
労
働
者
範
時
に
目
を
転
ず
る
な
ら
ば
、
そ
の
一
七
人
の
う
ち

λ
人
〈
四
七
一
き
は
農
村
出
身
司
い
あ
り
、
生
家
の
職
業
で
は
手

工
業
者
四
人
が
肯
位
を
占
め
る
。
こ
う
し
た
点
を
さ
ら
に
、
一
九

O
九
年
に
西
南
ド
イ
ツ
の
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
王
国
の
シ
ュ
ト
ワ
ヴ
ツ
ガ
ル
ト
近

郊
ウ
ン
タ
l
テ
L

ル
ク
ハ
イ
ム
に
あ
る
ダ
イ
ム
ラ
l
自
動
車
工
場
の
労
働
者
の
問
自
に
か
ん
し
て
ジ
ュ
マ
シ
が
実
施
し
た
実
態
調
査
の
成
果
に
よ

っ
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
ネ
ァ
カ

1
河
畔
の
美
し
い
景
観
の
な
か
に
あ
る
こ
の

L
場
D
労
働
者
一
、
包

0
0人
の
う
ち
、
じ
五
六
人
〔
円
四
五
%
〉

は
農
村
つ
一
、

0
0
0
人
以
下
〕
、
三
三
七
人
士
5
%
)
は
農
村
都
市
(
二

t
五、

0
0
0
ム
〉
、
二
二
七
人
〈
一
二
四
%
)
は
小
都
市

(
Z
i
一己、

0
0
0
人
1

一一

八
八
人
〔
一
六
九
%
)
は
中
都
i

叩〔一一

o
t
一
Q
U、
O
口
口
人
)
、
九
一
一
人
〈
五
五
引
き
は
大
都
市
(
(
一

0
0、
O
口一
O
人
以
上
)
の
出
身
で
あ
り
、
農
村
的
色

ヤ
ヌ
リ
、

彩
が
濃
い
。
し
か
し
、
熟
練
労
働
者
範
時
む
な
か
で
、
鍛
治
工
一

O
九
人
お
よ
び
鏑
鍛
治
工
二
一
一
一
人
の
う
ち
六
五
・
一
%
が
農
村
山
身
で
あ
る
心

に
対
し
て
、
仕
上
士
五

O
三
人
の
う
ち
入
・
一
一
一
%
は
大
都
市
、
二
二
・
五
%
は
中
都
市
町
出
身
で
あ
り
、
産
村
山
身
は
二
九
・
九
%
を
占
め
る
に
す

ぎ
な
い
。
も
と
よ
り
、
半
熟
帥
労
働
者
範
問
な
い
し
不
熟
練
脅
働
者
範
峠
心
ば
あ
い
故
村
出
身
が
多
く
、
研
磨
工
四
一
人
お
よ
び
機
械
労
働
者
一
五

一
人
の
う
ち
四
七
・
四
%
、
日
傭
労
働
者
三
二
三
人
の
う
ち
五

0
・
八
併
は
農
村
出
身
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
一
三
田
五
%
、
七
四
%
が
中
部

市
、
二
・
一
骨
、
四
%
が
大
都
山
の
出
身
で
あ
る
。
生
家
の
職
業
に
つ
い
て
は
詳
細
な
統
計
台
欠
く
が
、
工
業
労
働
者
を
父
と
す
る
も
り
六
ニ
人
の

う
ち
、
民
盤
工
二
二
人
、
仕
土
工
二
五
人
に
対

L
、
鍛
治
工
一
人
、
銅
鍛
冶
工
人
人
が
見
出
さ
れ
る
に
す
ぎ
ず
、
自
問
営
業
者
(
商
人
、
旅
館
料

E
屋
主
人
、
小
陳
瓦
製
造
業
者
、
製
粉
場
担
主
等
)
を
父
と
す
る
も
の
五
心
人
の
う
ち
、
旋
盤
工
が
一
四
人
、
仕
上
工
が
二
心
人
を
占
め
て
い
る

(
司
ロ
官

ω
O
V
E
H
H
H
P
ロロ
-
b
w
m
A
亭
S
な
、
礼
町
、

b
s
s
h
m守
山
ヤ
守
昔
話
S
A
m
E之
内
句
立
b
H
N
M株
主
芯
ぬ
主
リ

qsxZN私
立
言
抽
選
、

ω

己
ぐ
同
山
、
出
仏
同
国
間
)

巴
口
一

ωω

主
}
由

p
m
M
-
3
1戸
)
。
こ
う
し
た
機
概
工
業
の
労
働
者
四
日
自
の
構
成
の
差
異
は
、
も
と
よ
り
、
工
場
所
在
地
域
の
労
働
市
場
の
性

格
に
よ
り
規
定
き
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
熟
純
労
働
者
箱
崎
町
ば
あ
い
、
旋
盤
工
中
仕
上
工
む
よ
う
な
職
種
の
修
業
の
機
会
は
都
市
で
は
る
か
に
容

品
に
あ
た
え
ら
れ
る
が
、
鍛
治
工
白
よ
う
な
職
種
は
決
村
で
懐
業
す
る
機
会
が
多
い
、
と
い
う
惇
業
の
機
会
に
よ
り
制
約
さ
れ
る
而
を
看
過
し
え
た

い
。
な
お
、
日
本
町
一
ば
あ
い
、
京
浜
地
区
の
実
態
調
査
に
基
づ
き
、
機
械
工
業
、
金
属
工
業
、
化
学
工
業
の
労
働
者
の
出
自
の
構
成
の
圭
異
な
ら
び

に
金
属
工
之
機
械
工
と
の
対
庶
的
な
性
格
を
指
摘
す
る
岡
谷
三
喜
男
氏
の
訳
述
は
示
唆
に
富
む
(
大
河
内
一
列
・
隅
谷
一
一
一
喜
明
編
『
日
本
の
労
働
者

階
級
』
東
洋
経
済
新
報
社
刊
、
一
五
回

J
一
五
六
べ
l
三
氏
原
正
治
郎
「
わ
が
国
に
お
け
る
大
工
場
労
働
者
の
性
格
」
、
日
本
人
文
科
学
会
編
『
社

会
的
緊
幅
の
研
究
』
有
斐
閑
刊
、
二
一
九

l
二
二
六
ペ
ー
ジ
を
参
照
せ
よ
)
。

川

W

C
問。
H

F

Q

R

Q
】

印

回

目

印

D
l
Z
H



仰
を
子
山
山

H
g
l
H
E
こ
う
し
た
東
忌
ル
ペ
地
市
り
労
働
力
の
自
の
問
題
に
か
ん
し
て
は
、
大
塚
久
挫
「
牛
産
力
と
人
間
類
型
近
代
資
本
主

義
発
注
史
研
究
の
基
世
論
点
」
歴
史
学
研
究
第
二
三
号
、
一

l
一
五
ペ
ー
ジ
に
提
起
さ
れ
た
論
点
を
参
照
せ
よ
。

v

l
ヴ
ヱ
社
り
熟
練
労
働
者
、
半
熟
練
労
働
者
、
不
熟
紋
労
働
者
、
徒
弟
等
の
労
働
者
の
諸
範
時
と
モ

の
職
相
構
成
を
総
括
す
る
第
5
表
に
よ
り
、

ν
1
ヴ
ェ
杜
に
お
け
る
工
場
内
分
業
日
発
展
形
態
が
測
定
さ
れ
う
も
の

熟
練
労
働
者
は
、
レ

1
ヴ
ェ
社
む
労
働
者
山
約
六

O
%を
卜
川
め
、
通
例
、
=
一

i
四
作
の
徒
弟
期
間
主
経
過
し
て
hv
る
。
熟
練
労
働
者

の
な
か
で
も
、
木
型
工
一

zao--H拐
の
巴
司
鈍
型
工
司
耳
目
。
司
鍛
治
工
山
口
町
田
居
{
て
か
肢
も
耳
制
さ
れ
℃
い
る
。
本
型
丁
一
は
泊
常
心
指

E 

労
働
者
の
職
種
構
成

物
ム
の
修
業
主
経
て
お
り
、
木
工
機
械
に
よ
る
作
業
も
行
い
、
そ
の
全
作
業
に
は
き
わ
だ
っ
た
正
確
さ
が
要
求
さ
れ
る

n

ま
た
、
鋳
型

工
と
鍛
治
工
は
機
械
工
業
の
労
働
過
程
の
な
か
で
段
も
肉
体
消
磨
的
な
非
衛
生
的
な
作
業
を
担
当
し
て
お
り
、
鋳
型
工
が
労
働
運
動
に

沿
い
て
基
軸
的
た
役
割
を
果
し
て

ρ
た
浬
古
の
一
つ
は
そ
の
点
に
あ
る
の
さ
己
一
に
、
仕
土
工
的
。
E
宙
開
司
旋
盤
一
」
口
語
百
円
は
も
と

よ
り
、
己
目
丙
者
か
ら
撰
ば
れ
る
検
査
工
同

04E弓
山
町
子
工
問
。

E
E
R
Z
H
塗
研
工
白
戸
田
宮
-
仲
間
同
も
熟
練
労
働
者
の
範
隔
に
属

し
、
最
も
有
能
な
仕
上
工
は
機
械
H

器
共
の
組
立
作
業
金
担
当
す
る
が
、
と
く
に
組
J
V
工

Z
E
Z再
と
し
て
区
別
さ
れ
て
い
左
い
。

制
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一

編

一

一

半

端

泊

者

不

熟
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労

働

者

一

力
一
人
一

1

1

1

1

1

1

h

l

1

1
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1

ー
ー
、
(
一

功

一

5

一
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S

3

0

4

6

3

1

3

3

3

F

h

B

4
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0

1

3

5

2

5

8

一
8

2

由

一

3

一
4

3

2

9

4

2

2

1

1

3

3

3

2

5

2

一

1

表

労

一

一

1

2

1

3

5

0

一

長

一

工

工

工

工

工

工

工

工

工

工

工

工

工

工

工

工

工

夫

手

荷

古

者

一

者

工

第

社

一

一

昼

エ

一

一

塗

キ

ス

り

働

一

倒

女

~

長

一

一

型

型

治

上

盤

査

研

・

干

イ

磨

削

労

一

労

二

!
i

苅

一

~

エ

リ

ラ

く

助

一

子

一

J

ト
則
一
職
一
ー
不
鈴
鍋
仕
能
検
塗
函
プ
鞍
壁
大
巾
フ
研
平
市
火
弔
問
門
限
補
一
女
巾

熟

純

労

働

者

同一日 | 

i空工竺一」

ベ
ル
リ
ン
機
械
工
業
に
お
け
る
労
働
関
係
付

第
八
十
八
巻

九
ブL

館
六
号

九



、.、.、、.

ま
た
、
フ
ラ
イ
ス
工

ベ
ル
リ
ン
機
械
工
業
に
お
け
る
労
働
関
係
付

H42ωR
平
削
工
問
。
Z
2
研
陪
エ

W
E
E
P円
白
な
か
で
比
較
的
困
難
な
作
業
を
行
う
も
の
に
、
若
干
の
熱

田
工
宮
色
男
塗
工
戸
川
目
]
州
毘
刊
号

第
八
十
八
巻

目。。
第
六
号

。

練
労
働
者
が
見
出
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
過
半
数
は
徒
弟
期
間
を
経
て
い
な
い
。

ブ
リ
キ
工
目
。
日
吉
2
鞍
工
的
見
己
OH
控
工
三
{
自
白
吋
大
工
回
目
B
2
F
E
O
も
熟
練
労
働
者
で
あ
り
、
工
場
へ
入
る
ま
で
千
工

工
場
一
干
工
業
者
吋
与
口

r
Eロ品

J

諸
島
2
と
略
称
さ
れ
て
い
ゐ
。

さ
い
ご
に
、

業
親
方
の
も
と
で
働
い
亡
い
た
た
め
、

不
熟
練
労
働
者
の
範
時
に
属
す
る
も
の
は
、

ω徒
弟
期
間
企
経
な
い
で
、
小
学
校
卒
業
後
、
給
仕
や
雑
役
と
し
亡
入
り
粍
々
の
職
杭

に
つ
く
も
の
、

ω徒
弟
期
間
を
経
亡
い
て
も
、
機
械
工
業
と
無
関
係
な
職
種
を
修
業
し
、
転
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
も
の
、
納
季
節
労

働
者
等
で
あ
り
、
乙
う
し
た
不
熟
綜
労
働
者
は
補
助
労
働
者
同
日
S
E
t
o
H
門
司
あ
る
い
は
手
労
働
者
間
山
口
合
号

2
0吋
と
呼
ば
れ
て

お
り
、
『
モ
心
地
方
で
普
通
の
日
当
』
。
見
ω
手
厚
r
t
叶
凶
問
。
-
。
甘
口
に
よ
り
賃
銀
水
準
が
直
岐
に
左
右
さ
れ
る
『
日
傭
取
り
巴
寸
凶
四
巴

。
E
O円
た
の
で
あ
ふ
o

こ
の
不
熟
練
労
働
者
は
、
運
搬
、
整
頓
、
清
掃
等
の
作
業
に
従
事
す
る
が
、
鋳
物
部
門
の
述
搬
労
働
に
授
も
多

〈
見
出
さ
れ
、
各
鋳
型
工
は
、
モ
の
造
形
作
業
や
熔
解
作
業
の
た
め
に
、
二
人
の
柿
助
労
働
者
を
使
用
す
る
。
不
熟
練
労
働
者
の
な
か

5
 

で
も
、
使
丁
思
い
日

EJtoZ
警

手

巧

H
Z
2
門
衛

3
2
5吋
は
一
段
と
と
位
に
あ
っ
て
、
永
年
勤
続
者
に
多
く
、
と
く
に
門
衛
は
、

以
前
に
は
、
仕
事
を
求
め
て
工
場
出
入
口
に
集
ま
る
労
働
者
を
職
長
に
仲
介
し
、
職
業
紹
介
臼
機
能
を
果
す
と
い
う
、
特
異
な
地
位
を

占
め
て
い
た
。

半
熟
練
労
働
者
は
、
不
熟
練
労
働
者
の
な
か
か
ら
上
昇
し

τき
た
も
の
で
、
は
じ
め
は
研
磨
て
一
や
フ
ラ
イ
ス
工
に
フ
h

て
柿
功
労
働

を
行
H
な
が

b
、
工
場
で
直
按
に
機
械
作
業
に
修
熟
し
て
臼
ー
し
て
ゆ
く
。
こ
う
し
て
、
半
熟
練
労
働
者
は
機
械
制
作
庄
の
発
良
心
所

産
で
あ
り
、
こ
の
範
院
に
属
す
る
も
の
は
、
す
〈
て
の
中
ぐ
り
て
出
各
自
門
大
部
分
心
研
磨
工
と
正
l

削
工
、
多
数
の
フ
ラ
イ
ス
工
、

若
干
の
中
子
工
一
等
で
あ
る
。



女
子
労
働
者
は
、

一
九

O
七
年
の
ベ
ル
リ
ン
機
械
工
業
の
労
働
者
総
数
九

O
、
九
四

O
人
の
う
ち
一
一
七
・
九

%ω
か
な
り
の
比
草
を

占
め
て
い
る
と
し
て
も
、
機
関
車
や
工
作
機
械
等
の
一
本
来
の
機
械
生
産
で
は
さ
し
た
る
意
義
を
も
た
な
い
。
レ

1
ヴ
乙
社
の
女
子
労
働

J
P

ネ

ソ

齢

別

ー
の
は
、
鋳
物
部
門
の
中
子
作
業
阜
、
器
具
製
作
部
門
の
雌
摂
干
切
作
業
に
少
数
見
出
さ
れ
る
に
す
ざ
左
い
c

徒
弟
に
つ
い
て
は
、
医
傭
労
働
者
の
子
弟
の
み
を
採
用
す
る
工
場
が
多
い
。
し
か
し
、
レ

l
ヴ
ー
社
で
は
そ
う
し
た
制
限
は
む
し
ろ

例
外
で
、
徒
弟
五
二
人
の
う
ち
一
一
れ
傭
労
働
者
白
子
弟
は
六

1
八
人
に
す
ぎ
な
い
。
徒
弟
採
用
の
年
令
制
限
は
、

一
九

O
五
年
一
月
一
日

以
前
は
一
六
歳
、
以
後
は
一
同
歳
で
あ
り
、
徒
約
契
約
が
徒
弟
の
両
親
ま
た
は
後
見
人
と
企
業
の
問
に
締
結
さ
れ
る
。
徒
弟
期
間
は
、

機
械
製
作
工
呂
田
n
F
E
E
t
E
O吋

四
年
、
鋳
型
工
、
木
型
工
、
鍛
治
工
、
フ
ラ
イ
兄
工
、
平
削
工
、
旋
盤
工
等
三
年
で
あ
り
、
た
と

え
ば
、
助
機
械
製
作
工
の
ば
あ
い
、
仕
J
、
旋
盤
、
平
削
リ
フ
ラ
イ
ス
に
各
八
カ
月
、
研
際
、
鍛
造
に
久
口
三
カ
月
、
肉
切
に
二
カ
月
、

組
立
に
四
カ
月
木
型
、
が
物
に
各
六
カ
月
、
計
四
年
mw
養
成
期
間
、
川
何
千
削
工
や
フ
ラ
イ
ス
工
白
ば
あ
い
、
仕
上
に
六
カ
月
、
平
削

と
ア
ラ
イ
ス
に
二
年
、
歯
切
、
鍛
造
に
各
一
一
プ
刀
月
、
計
三
年
の
養
成
期
間
を
経
過
す
る
。
こ
う
し
た
徒
弟
期
間
の
終
了
後
に
、
大
多
数

の
も
の
は
他
の
作
業
方
法
を
修
得
す
る
た
め
に
他
工
場
へ
移
動
す
る
。
し
か
し
、
少
数
の
残
間
前
者
阜
、
復
帰
者
は
、
漸
次
に
ヨ
リ
高
給
の

職
務
に
つ
い
て
、
特
別
の
能
力
で
き
わ
だ
っ
て
い
る
は
あ
い
、
職
長
宮
2
m
g
]「
ま
で
上
昇
す
る
か
、
そ
れ
と
も
技
師
、
叶
o
n
F
E昨
日

に
任
用
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
徒
弟
の
養
成
に
機
械
工
業
の
大
経
営
が
さ
し
た
る
役
割
を
果
し
て
い
な
い
点
は
注
目
に
値
す
る
。
た
と
え
ば
、
労
働
者

数
五
、

0
0
0人
以
上
の
電
機
工
業
の
一
経
営
は
年
に
約
五

O
人
、
労
働
者
薮
八

O
O
I
一、

一
O
O人
白
光
学
機
械
工
業
白
一
経
営

は一

O
人
足
ら
ず
の
徒
弟
を
養
成
す
る
に
す
き
な
い
。
労
働
者
数
一
、

o
o
o
l一
、
四

O
O人
に
対
し
徒
弟
数
一
一
一

O
人
を
一
市
す
電

機
工
業
の
一
経
併
が
最
も
多
く
徒
弟
の
養
成
さ
れ
て
い
る
事
例
在
の
で
あ
る
。
総
じ
て
、
徒
弟
の
蚕
成
に
か
ん
し
て
大
経
営
は
中
小
経

ヘ
パ
り
ン
機
械
工
業
に
お
け
る
労
働
関
係
付

第
λ
十
八
巻

巨司。

第
八
号
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機オしに
械ばか

の第す

ー表明ハ

%のイ

仕すの
上よ調

ベ
ル
リ
ン
機
械
工
業

r
お
け
る
労
働
関
係
け

節
人
イ
八
巻

匹1

0 

第
六
号

営
に
依
存
し
て
い
た
た
め
、
い
ま

な
お
最
良
心
徒
弟
を
養
成
し
て
い

る
中
小
都
市
白
小
親
方
は
、
モ
心

設
成
し
た
徒
弟
の
大
都
巾
へ
白
た

にえ
さざ
b る
さVft
れ 出
てに
Lノコ よ

fこH)り
。分
ジ 解
l 心
メ危
γ 機

ス
ー
ハ
ル
ス
ケ
社

ω
ヴ

ェ

ル

ナ

l

工
場
の
熟
練
労
働
者
の
徒
弟
期
間

工
の
七
一
二
%
、
器
具
製
作
下
一

ω
六

五
%
、
旋
盤
工
の
二
三
%
が
子
工

業
で
養
成
別
問
主
経
て
治
り
、
旋

盤
工
の
与
工
場
で
養
成
期
間
企
経

た
も
の
が
多
数
を
占
め

τ
い
る
。

も
と
上
り
、
子
工
業
親
方
白
仇
産



施
設
や
作
業
方
法
は
機
械
制
ヨ
産
の
要
求
す
る
労
働
力
臼
質
の
陶
冶
に
は
も
は
や
適
合
し
え
な
く
在
り
、
大
経
常
が
徒
弟
義
減
施
設
を

広
充
す
る
趨
勢
に
あ
り
、
一
九

O
四
年
に
は
ド
イ
ツ
最
初
の
工
場
学
校
と
い
わ
れ
る

v
l
ヴ
巳
徒
弟
学
校
が
設
立
さ
れ

t
w
品
。
し
か

し
、
な
お
広
汎
に
存
続
す
る
中
小
経
営
が
大
経
営

ω熟
練
労
働
者
の
養
成
基
盤
と
し
て
か
な
り
の
役
割
を
出
水
し
て
い
る
点
は
看
過
し
え

な
い
。以

上
白
労
働
者
心
諸
組
問
時
の
間
に
は
、
乍
令
と
勤
続
年
に
よ
る
能
力
心
向
上
(
た
ん
な
る
午
功
で
は
な
い
)
に
応
じ
て
、
階
欄
的
に
上

昇
し
て
ゆ
く
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

モ
う
し
た
階
閥
的
上
昇
(
徒
弟
l
熟
練
労
働
青
1
職
長
〕
は
、

総
じ
て
、
労
働
者
が
同
一
経
世
間
内
部

か
b
の
み
補
充
さ
れ
て
、
さ
し
た
る
移
動
も
な
く
、
圧
倒
的
多
数
が
終
身
同
一
経
営
に
勤
務
す
る
ば
あ
い
に
最
も
明
瞭
に
あ

b
わ
れ
て

く
る
。
レ

1
ヴ
ヱ
む
の
ば
あ
い
、
そ
れ
は
少
数
心
労
働
者
に
の
一
み
認
め
ら
れ
る
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
も
、
こ
の
永
年
勤
続
者
が
労
働
者

心
幹
部
主
形
成
し
て
い
る
。

川
川
出
回
2
0
Z
F
R
N
S
P
ω

む
ω

ω
ベ
ル
り
シ
機
械
工
業
の
五
経
営
に
か
ん
す
る
ラ
ン
デ
の
調
査
に
よ
っ
て
も
、
男
子
労
働
者
約
七
、
五

0
0人
の
う
ち
、
年
間
二
八
五
日
以
卜
就
業

し
た
一
一
、
五
三
二
人
は
、
熟
練
労
働
者
一
、
六
八
六
人
u

六
七
%
、
半
川
剛
腕
労
働
者
五

0
0人
1

二
口
%
、
不
熟
練
者
一
二
四
六
人
H

一
一
一
%
の
構
成

を
市
す
と

Lと
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
(
ロ
C

】
日
円
自
己
月
以

A
E
S
m
h
京唱え

h
G
Tい
苦
手
注
目
明
言
旬
、
三
九
三
句
、
-
士
号
、

=
E忌
N
8
2
3
A
H恥
h
m
S
R
L
2

b
A
E同
M
R
E
包
」
S
F
L
5
L
Z
F
叫
品
ぐ
同
国
一
世
〔
日
H
E
V
H
回
目
。
}
回
出
回
目
刷
、

I
l
-
-

、ω宗
)
‘

川

川

回

目
2
の
宮
内

H
F
a
-
s
o
一
、
印
印
笠
f
N寸

川

何

〈

mt
口伴内。ぃ「
2
P
F
U
E
P
H
q
m
z
h
E
号
、
ト
マ
宮
司
町
内
詰
丘
町
U

言
言
内
芸
人
宅

L
b
s
a
n
b
g
E『
nhan宮
s
h申
告
君
主
君
主
町
、
司
王
ミ
h
z
h署
長
E

&忌守宮ぬ耳鴫、、凡
E尉=ぬ同
E
古
》
玄sH誌去言悼ミ芸噂芯N
官
豆
叉
凶
呈

2
芸札吾偽ミ噂札吾恥

川

ωWH囚向
河
2Rわυ
宮
-E
戸
伴
戸
一
お

Q

口
凹
凹
回
包
UIω包
c
 

川

w
v
l
グ
ェ
社
は
労
働
者
の
ほ
用
を
職
長
に
一
任
し
C

い
た
。
職
長
は
、
労
働
者
を
必
要
と
す
る
ば
あ
い
、
門
衛
に
通
告
し
て
お
い
て
、
こ
わ
に
連

ヘ
ル
リ
ン
機
械
工
業
に
お
け
る
労
働
間
部
け

第
八
十
八
巻

凹。

第
六
円
巧
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